
昭
和
五
十
四
年
六
月
十
二
日
受
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（
質
問
の 

三
二
） 

答

弁

第

三

二

号 
   

衆
議
院
議
員
岩
垂
寿
喜
男
君
提
出
「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
十
九
条
」
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
七
第
三
二
号 

昭
和
五
十
四
年
六
月
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
灘 

尾 

弘 

吉 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

大 

平 

正 

芳 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
岩
垂
寿
喜
男
君
提
出
「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
十
九
条
」
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す 

る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

「
法
律
上
の
責
任
は
な
い
」
と
は
、
法
的
に
責
任
は
な
い
と
の
意
味
で
あ
り
、
特
定
の
法
律
の
有
無
を
論
じ
た

も
の
で
は
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

1 

日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
十
九
条

(a)
項
の
規
定
に
基
づ
き
我
が
国
が
放
棄
し
た
も
の
は
、
国
家
自
身
の
請

求
権
を
除
け
ば
、
い
わ
ゆ
る
外
交
保
護
権
で
あ
り
、
連
合
国
及
び
そ
の
国
民
に
対
す
る
日
本
国
民
の
請
求
権

が
当
該
連
合
国
に
よ
り
否
認
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
我
が
国
と
し
て
は
当
該
連
合
国
の
国
際
法

上
の
責
任
を
追
及
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 



4
(1)
か
ら

(5)
ま
で 

前
記
の
最
高
裁
判
所
の
両
判
決
に
係
る
事
件
と
御
指
摘
の
日
南
興
業
株
式
会
社
に
係
る
事

件
は
、
い
ず
れ
も
戦
争
又
は
占
領
行
為
と
関
係
を
有
す
る
と
考
え
て
い
る
が
、
御
質
問
の
(2)
か
ら

(5)
ま
で

の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
両
者
が
類
似
性
を
有
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

3 

前
記
の
最
高
裁
判
所
の
両
判
決
に
係
る
事
件
は
、
連
合
国
に
よ
り
財
産
を
接
収
さ
れ
、
又
は
連
合
国
の
国

民
の
行
為
に
よ
り
人
身
損
害
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
判
決
は
、
も
と
も
と
当
該

請
求
権
を
有
し
て
い
な
か
つ
た
者
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

2 
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
の
最
高
裁
判
所
大
法
廷
の
判
決
及
び
昭
和
四
十
四
年
七
月
四
日
の
同
裁

判
所
第
二
小
法
廷
の
判
決
は
、
国
の
補
償
義
務
に
関
し
て
は
「
憲
法
二
九
条
三
項
の
全
く
予
想
し
な
い
と
こ

ろ
」
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
「
我
が
国
憲
法
の
適
用
外(

予
想
外)

で
起
き
た
も
の
」
で
あ
る
と
の
趣
旨
で
は

な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

な
お
、
米
国
政
府
が
日
南
興
業
株
式
会
社
の
請
求
権
を
認
め
て
い
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

四 

 



三
に
つ
い
て 

1 

日
南
興
業
株
式
会
社
の
請
求
権
と
日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
十
九
条

(a)
項
と
の
関
係
に
関
す
る
政
府
の
立 

5 

戦
争
に
よ
つ
て
被
つ
た
損
害
が
国
民
の
ひ
と
し
く
堪
え
忍
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
む
を
得
な
い
犠
牲
で

あ
る
こ
と
は
、
前
記
の
最
高
裁
判
所
の
両
判
決
の
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十
四
日
の

東
京
地
方
裁
判
所
の
判
決
も
、
日
南
興
業
株
式
会
社
の
被
つ
た
損
害
に
つ
い
て
国
に
法
律
上
の
責
任
が
な
い

と
解
す
る
こ
と
は
、
前
記
の
最
高
裁
判
所
の
両
判
決
の
趣
旨
に
も
沿
う
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

(6) 

い
わ
ゆ
る
放
棄
請
求
権
に
関
す
る
国
内
措
置
の
要
否
が
我
が
国
の
国
内
問
題
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ

れ
ば
、
前
記
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
係
る
事
件
と
日
南
興
業
株
式
会
社
の
事
件
と
は
類
似
性
を
有
す 

る
。 な

お
、
日
南
興
業
株
式
会
社
に
係
る
請
求
権
の
問
題
に
関
し
、
日
本
国
政
府
に
損
害
賠
償
の
責
任
が
あ

る
と
の
主
張
を
米
国
政
府
が
行
つ
て
い
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

五 

 



2
(1) 

前
記
の
東
京
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
日
南
興
業
株
式
会
社
の
損
害
に
つ
い
て
、
国

に
補
償
義
務
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
争
わ
れ
て
い
た
が
、
御
指
摘
の
主
張
は
、
右
損
害
に
つ
い
て
憲
法

第
二
十
九
条
第
三
項
の
適
用
の
余
地
が
な
い
と
い
う
立
場
に
立
つ
た
訴
訟
上
の
仮
定
的
主
張
で
あ
る
。 

(2)

 

「
総
司
令
部
の
完
全
な
支
配
下(
占
領
下)

で
の
裁
判
、
徴
税
等
」
の
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
裁
判
、

徴
税
等
が
我
が
国
憲
法
の
下
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
国
と
の
平
和
条
約
及
び

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
は
、
憲
法
に
い
う
条
約
で
あ
る
。 

場
は
二
に
つ
い
て
の

1
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
十
九
条
(a)
項
に
よ
つ

て
右
日
南
興
業
株
式
会
社
の
米
国
に
対
す
る
請
求
権
自
体
が
消
滅
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
が
、
我
が
国
と
し
て
米
国
の
国
際
法
上
の
責
任
を
追
及
し
得
な
い
と
い
う
点
に
関
し
、
米
国
政
府
と
の
間

に
見
解
の
相
違
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

な
お
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
の
実
施
に
関
し
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
問
題
は
な
い
。 

六 

 



 

七 

3 
御
質
問
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
及
び
三
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
承
知

さ
れ
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




